
「平成28年（2016年）熊本地震」
熊本県から大分県にかけての地震活動の状況（2017年４月４日13時30分現在）

布田川断層帯

震央分布図中
の青・緑・茶色
の各線は、地震
調査研究推進
本部の長期評
価による活断層
を示す。

震央分布図の四角形領域内の地震活動経過図・回数積算図

領域C

2016年4月16日01時25分
M7.3、最大震度７

領域A

領域B

別府－万年山断層帯

2016年4月16日03時03分
M5.9、最大震度５強

2016年4月16日03時55分
M5.8、最大震度６強2016年4月16日01時45分

M5.9、最大震度６弱

2016年4月16日07時11分
M5.4、最大震度５弱

2016年4月16日09時48分
M5.4、最大震度６弱

日奈久断層帯
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2016年4月18日20時41分
M5.8、最大震度５強

2016年4月14日21時26分
M6.5、最大震度７

2016年4月15日00時03分
M6.4、最大震度６強

2016年4月14日22時07分
M5.8、最大震度６弱

2016年4月19日17時52分
M5.5、最大震度５強

2016年4月19日20時47分
M5.0、最大震度５弱

最大震度5強以上の地
震、2016年4月16日07時
11分の大分県中部の地震
（最大震度5弱）、2016年4
月19日20時47分の熊本県
熊本地方の地震（最大震
度5弱）、2016年6月12日
22時08分の熊本県熊本地
方の地震（最大震度 5
弱）、2016年8月31日19時
46分の熊本県熊本地方の
地震（最大震度5弱）に吹
き出しを付けている。吹き
出し内の記載は暫定値。

領域A

領域B

領域C

横軸は時間、
縦軸は左がマ
グニチュード、
右が地震の積
算回数。折れ
線は地震の回
数を足し上げ
たものであり、
縦棒のついた
丸は地震発生
時刻とマグニ
チュードの大き
さを表す。

2016年4月29日15時09分
M4.5、最大震度５強

2016年4月16日01時25分
M5.7（※）

（※）M7.3の地震
の発生直後に発
生したものであ
り、Mの値は参
考値。また、震
度はM7.3の地震
によるものと分
離することがで
きない。

2016年6月12日22時08分
M4.3、最大震度５弱

2016年４月15日00時06分
M5.0、最大震度５強

＜資料の利用上の留意点＞
・表示している震源には、自動処理による結果を含みま
す。以下は自動処理によるものです。
2017年4月2日以降の震源

・自動処理による震源には、発破等の地震以外のものや、
震源決定時の計算誤差の大きなものが表示されることが
あります。
・個々の震源の位置や規模ではなく、震源の分布具合や
活動の盛衰に着目して地震活動の把握にご利用くださ
い。

2016年8月31日19時46分
M5.2、最大震度５弱

震央分布図
（2016年4月14日21時00分～2017年４月４日13時30分、マグニチュード2.0以上、深さ0～20km）

M5.0以上の地震、または最大震度５弱以上の地震を濃く表示
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